
 

 

（写真：きゅうりの花） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 号 （平成 30年 8月発行） 

編集・発行 福島県県中農林事務所 

ふくしまから はじめよう。「食」と「ふるさと」新生運動ニュース 

○特集：「販売力強化」 

・新生運動県中地方推進本部会議開催！ 

・JA夢みなみがトップセールスを行い
ました！ 

・猛暑を味方に！JA福島さくらの 

「青果物販売トップセールス」 

・「おいしい ふくしま いただきま
す！」キャンペーン 第１回県産農林水
産物 PRを開催しました！ 

○農林業関係の動き（トピックス） 

・第 69回全国植樹祭郡山 PR会場！ 

・「JA福島さくらトマト共同選果機稼
働式」が行われました！ 

・「親子体験交流バスツアーinふるど
の」を開催しました！ 

・ほ場整備事業について 

○頑張る農業者！ 

・新規就農者（田村市） 

○産地の動き 

・米の最高級ブランド ASAKAMAI887の 7
つの基準をクリアするために 

 

・今年も売ります！JA福島さくら        
たむら地区本部「夏秋野菜出発式」 

・初開催のマルシェ大好評！  

・機械化体系の実証による葉菜類の大規
模経営体育成を目指しています！ 

・須賀川地域における大規模水稲経営を
育成します！ 

○おいしい 6次化商品 

・MIYAKOJI sweets yui 

○各部・各普及所の紹介 

・企画部 

○お知らせ 

・「ふくなかすいーつ」消費拡大キャン
ペーン開催中！ 

・いただきます！キャンペーン開催中！ 

・11月に「ふくしま植樹祭」が開催され
ます！ 

・「ふくしまからチャレンジ！就農フェ
ア」を開催します！ 

県中農林ニュース 



 

 

 

 県中農林事務所では、県中産農林水産物のブランド化と販路拡大を図るために、
農林水産業の再生、成長産業化を図りながら、地域間競争に打ち勝っていくことが
重要であるとの認識のもと、安全性やおいしさを粘り強く訴え続けるとともに、震
災により失った販売棚の獲得、販路拡大、販売拡大、販売価格の回復を目指し取り
組んでいるところです。 

 

 昨年の５月に県知事とＪＡ福島中央会会長が「ふくしま。ＧＡＰチャレンジ宣言」
を発信したのを受け、農産物の生産工程管理を徹底し、消費者から信頼され、選択
していただける産地づくりを進めるとともに、マーケットが求める生産力の強化を
図り信頼される産地形成に一層力を入れながら日々活動をしています。 

 

 また、管内のＪＡ福島さくらやＪＡ夢みなみ、市町村長が卸売市場や量販店等に

出向いてトップセールスを精力的に行い、流通から消費までの関係強化に努めてい
るほか、管内の市町村や民間団体も県内外において各種イベントや催事への出展、
マルシェの開催などにより販路拡大を図っています。また、日本ナシのベトナムへ
の輸出に引き続き取り組むほか、商品パッケージ改良等によるイメージ向上やオン
ラインストアでの販路開拓にも取り組み始めたところです。 

 

出荷の最盛期を迎え、あらゆる機会を活かし、県中産農林水産物のおいしさ、品
質の高さを発信し、風評払拭と販路拡大に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 ７月９日（月）、農業総合センター大会議室において、「ふくしまから はじめ
よう。『食』と『ふるさと』新生運動」県中地方推進本部会議を開催しました。 

 県中地方推進本部では、県中地方の農林水産業の復興・再生の加速化に向けて、
様々な立場の機関・団体の構成員が課題を共有し、連携を深めることにより、地域
の実情に応じた取組を図り、「食の安全・安心」、「生産再生」、「風評払拭・消

費拡大」、「情報発信」の４つの運動を柱とする様々な活動を展開しています。 

 会議には、生産から流通・消費に至る関係団体や市町村、県関係機関より出席が
あり、平成２９年度活動実績及び平成３０年度活動計画について説明をいただきま
した。 

 また、テーマを「農林水産物の流通・販売力の強化」として意見交換を行い、震
災後の県産農林水産物の価格低迷の問題や「販売棚」の回復に向けた各団体の取組
について、活発な意見・情報提供がなされました。 

 

 

新生運動県中地方推進本部会議開催！  【企画部】 



                          
（県中地方推進本部会議の様子） 

 

 

 

 

 

 

 ６月３０日（土）に、ＪＡ夢みなみをはじめ、管内市町村、県中農林事務所、県
南農林事務所が参加し、東京大田市場にて、農産物販売のＰＲのため、「トップセ
ールス」を行いました。 

 橋本代表理事組合長より「これから夏野菜が本格的に出荷されます。安全・安心
農産物をＰＲしていきたい。」とあいさつを行った後、市場関係者が試食を行い、
「きゅうりやトマトが、とても甘くておいしい。」と好評でした。 

 その後、神奈川県内の量販店・小売店の５店舗にブースを設け、ＪＡ、生産者、
夢ガールキャンペーン隊などが積極的に店頭に立ち、販売促進活動を行いました。 

 ＪＡ夢みなみでは、関西の京都市場でもトップセールスを実施しております。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（トップセールスの様子） 

 

 

 

 

 

 

JA夢みなみがトップセールスを行いました！ 【須賀川農業普及所】

「「「「｛｛｛「             【     部】 



 

 

 

 ７月１３日（金）～７月１４日（土）にかけて、取引市場１６社との青果物販売 

「トップセールス」を東京にて実施しました。 

市場との意見交換で、ＪＡは青果物１１品目の再生産可能な要請価格を提示し、 

実現に向けた対応を市場側に依頼しました。 

 ある市場関係者からは、「天候が荒れている。きちんと畑を管理していることが、
ＪＡ福島さくらの武器になる。海から湖までの４地区の特性を活かしてほしい。」
との話がありました。 
 翌早朝は、東京千住青果、東京シティ青果、東京新宿ベジフルの３市場において、
田村市長等やＪＡ組合長・役員による「セリ台ＰＲ」、きゅうりやトマト等の試食
によるトップセールスを行い、猛暑に負けない産地や美味しい青果物をアピールし

ました。 

 

     

（意見交換会の様子）           （首長等による「セリ台ＰＲ」） 

 

 

     

（たむら地区のピーマン・インゲン）         （市場内での試食ＰＲ） 

 

 

 

 

 

 

 

猛暑を味方に！JA福島さくらの青果物販売トップセールス 【田村農業普及所】          

【企画部】 



 

 

 

 

 当キャンペーンでは、県中地方にお住いの皆様に、県産農林水産物のおいしさな
どの魅力を直接お伝えし、消費拡大と地産地消を推進するため、農林事務所主催で
郡山、須賀川、田村、石川の４方部において、県産農林水産物のＰＲを実施します。 

 第１回目のキャンペーンは、７月１５日（日）、郡山市のヨークベニマル横塚店
において開催しました。来店された方々へ県産農林水産物をＰＲし、福島県の農林
水産物に対するアンケートを実施しました。 

 アンケートに回答していただいた４００名の方に、抽選で三春町産のブルーベリ
ーまたは郡山市産のトマトをプレゼントしました。 

 また、ブルーベリー生産者の宗形真由美さん（三春町斉藤）、トマト生産者の橋

本典彦さん（郡山市阿久津町）をゲストとしてお招きし、生産地の様子やおいしい
食べ方等を紹介していただきました。 

 三春町の三春ダム（さくら湖）周辺に４軒あるブルーベリー摘取園は６月下旬か
ら８月中旬頃まで開園しており、「今年は暑さの影響で１週間程度成熟が早いので
早めに来園してほしい。」とＰＲしていました。 

 また、トマトの産地として郡山市の「阿久津・安原」はかねてから地域ブランド
となっており、「トマトは、夏バテ防止に最適なのでたくさん食べてほしい」とＰ
Ｒしていました。 

      

（アンケート参加の様子）           （キャンペーン会場の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月１０日（日）、ＪＲ郡山駅の西口駅前広場において、全国植樹祭ＰＲイベン
トを開催しました。 
 当日は、天候にも恵まれ、会場には 1,965名の多くの方に来場いただきました。 
 イベント会場では、大型のビジョンカーで、南相馬市の全国植樹祭本会場の様子
が映し出されると、多くの方が足を止めて見入っていました。 

 また、広場では県中保健福祉事務所の「野菜スープ」や「オレンジ風味のイモヨ
ウカン」の無料配布が好評で、長い行列ができました。その他、県産農産物・加工

 
第 69回全国植樹祭 郡山 PR会場！ 【企画部】 

かい【農業振興普及部】                             

【企画部】           

「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 

第 1回県産農林水産物ＰＲを開催しました！      【企画部】 

 

         【田村農業普及所】                             

【企画部】           



品等、キッチンカーによるハンバーガーや各種ジェラート、プリンの販売やヤマツ
ツジの苗木配布も大人気でした。 

 ステージイベントでは「須賀川松明太鼓」や「郡山ウィンドアンサンブル」によ
る演奏、真灯かなたさんによるミニコンサート、福島ファイヤーボンズチアリーデ
ィングのメンバーによるダンスパフォーマンスでイベント会場を沸かせてくれま
した。 
 

    

（PR 会場の様子）            （ヤマツツジ苗木の配布） 

 

 

 

 

 

 ７月２２日（日）、ＪＡ福島さくら郡山地区本部湖南東総合支店トマト共同選果

機の稼働式が、トマト生産者、ＪＡ、関係機関団体、市場関係者等が出席し、青空
の下で行われました。 

 郡山市湖南地区は、標高５００ｍの冷涼な気候を生かして、トマト栽培に取組み、
昭和５５年に野菜指定産地に指定され、昭和５７年に共同選果場を整備して主に京
浜方面へ出荷しています。 

 当共同選果機は、近年の新規栽培者の参入による作付面積拡大と単収の向上によ 

る処理量の増加や消費者の高品質トマトを求める声に対応すべく、平成２９年度「 

産地パワーアップ事業（国庫補助）」を活用して整備されたものです。 

 これにより、選果の処理能力と選別精度が向上し、さらなる高品質トマトが安定

的に選別・出荷されることとなり、水分が多くみずみずしい湖南産トマト“湖
みずうみ

に
沈むトマト”の信頼と評価の向上が期待されます。 

    

（式典の様子）               （共同選果場内の様子） 

 

 

「JA福島さくらトマト共同選果機稼働式」が行われました！【農業振興普及部】                             

【企画部】           



 

 

 

 ８月５日（日）に、古殿町で「親子体験交流バスツアー」を開催しました。 

 このツアーは、県内の親子を対象として、古殿町の伝統文化である流鏑馬や地元 

で育てた農産物を使用して、古殿地域に伝わる伝統食の調理や試食体験をしてもら
い、農山村の魅力や地元農産物に対する理解を深めてもらうことが目的のツアーで
す。 

 「おざわふぁ～む」では、夏野菜などを使用して伝統食の調理・試食体験を行い
ました。 

 参加者の皆さんは、初めに「あげまんま」というおやつ作りに挑戦しました。 

 講師の小澤啓子さんより作り方の説明などのお話があり、その中で「自分の好き
な形にすることもできるよ」と聞いた子供たちが啓子さんに「こんな形も大丈夫で

すか？」と質問している姿が見られ、各自思い思いの「あげまんま」を作っている
様子でした。 

 次に、地元で収穫された野菜を使用したてんぷらや漬物、暑い夏にぴったりの冷
だれ等の昼食を築１２０年の古民家でいただきました。 

 

    

  （おざわふぁ～む前にて記念撮影）         （昼食の準備） 

 

   

（地元野菜を使用したお昼ごはん）

 

「親子体験交流バスツアーinふるどの」を開催しました！ 【企画部】                             

【企画部】           

 ＮＰＯ法人馬事振興会にて、馬とふ

れあい体験でえさやり、馬と綱引きを
し「一馬力」を体感しました。 

 はじめに、馬と触れ合うに当たり馬
の視野の範囲や、注意点の説明があり、
みなさん真剣に聞いていました。 

 えさやりでは、自分のあげたりんご
やニンジンを馬が食べてくれたことに
喜んでいました。 

   



 

 

 

 

 

 

                      （記念盾） 

  

（体験前に記念撮影）             （一馬力を体験！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 馬と綱引きをするという体験はなかなか経験できないため参加した子供たち

から、「馬に初めて触った！」や「馬との綱引き面白かった！」等の声があり
ました。 

 ふれあい体験の後は、実際に使用した蹄鉄を馬によって搬出された杉板に釘
で打ちつける記念盾の作成を行いました。 

  

 

 往復のバス車内では「語りと方言の
会」のメンバーによる石川地方の昔話
をしていただきました。 

 最後に参加者の方からは、「なかな
か体験できないことばかりでとても
有意義だった。」や「古殿の良さ（場
所や人）を実感することができた。」、

「すてきな街がこんな近くにあるこ
とを知った。」等の感想がありました。 



 

 

 

収益性の高い農業を実現するため、農地の区画整理（区画拡大）や農道、用水路、
排水路の整備により農作業の効率化や担い手への農地利用集積を図る「ほ場整備」
事業を１０地区（面積合計４３７．７ｈａ）で実施中です。このうち、今年度は５
０ｈａで農地の区画整理の工事を予定しています。 

また、担い手への農地利用集積を推進するために「ほ場整備」の必要性が高まっ
ており、新たに７地区（面積合計５２０ｈａ）で事業が予定され、地元農家の方や
関係機関と協力し、早期の事業着手に向けて計画の策定を進めているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 田村市の株式会社 Green For Table（白岩幸恵氏・富塚あゆみ氏：就農１年目） 
 白岩さん・富塚さん姉妹は、経営品目「ミニトマト」と「ふきのとう」で今年就
農しました。就農と同時に法人化を果たし、営農１年目の今年は手探り状態の中、
栽培管理 
技術の習得・農業経営の発展に向け、日々奮闘しています。 
 就農にあたっては、普及所・市・ＪＡと連携した支援体制の中で就農相談・準備 
を進めてきました。 
 また、次年度以降は事業等を活用し、規模の拡大を進めながら、さらなる経営発
展を目指し、農業に取り組んでいきます。 

ほ場整備事業について  【農村整備部】                             

【企画部】           

平成３０年度　ほ場整備事業実施地区

ha 千円

1 前田川
マエダガワ

須賀川市 26 71.0 1,800,000

2 堀之内
ホリノウチ

郡山市 26 25.1 525,000

3 前田
マエダ

沢
サワ

郡山市 26 32.6 588,000

4 森
モリ

宿
ジュク

須賀川市 29 70.5 1,278,000

5 沢井
サワイ

石川町 29 88.0 1,582,000

6 永谷
ナガヤ

 　※ 田村市 29 18.0 538,000

7 西向
ニシムキ

田村市 30 43.6 910,000

8 地見城
ジケンジョウ

田村市 30 25.2 574,000

9 山口
ヤマグチ

田村市 30 31.9 746,000

10 上岩井
カミイワイ

沢
サワ

田村市 30 31.8 961,000

※永谷地区は中山間地域総合整備事業によるほ場整備

事業量 総事業費番号 地区名 所在地 着工

新規就農者（田村市）  【田村農業普及所】                             

【企画部】           
 



 

右：白岩幸恵さん 

左：富塚あゆみさん 

 

 

 

 

 

 

 

  郡山市産コシヒカリの最高級ブランド「ASAKAMAI887」の７つの基準（①食味
値８８点以上、②タンパク質含有率６．１％以下、③ふるい目２．０㎜、④整粒
歩合８０％以上、⑤特別栽培米、⑥ＧＡＰへの取り組むこと、⑦エコファーマー
認定者であること）をクリアするため、取組生産者を対象とした指導会が６月８

日（金）にＪＡ福島さくら郡山地区本部主催で開催されました。 
   ２９年産米は８月以降の不順天候の影響で、食味値の基準をクリアできません
でした。このため、より食味を優先した栽培管理について農業振興普及部の作物
担当から説明を行いました。生産者からは、昨年の栽培を踏まえた課題や今年の
栽培への意気込みについて発言がありました。 

   また、ASAKAMAI887 取り組み生産者はＦＧＡＰ団体認証を目指しており、ＦＧ
ＡＰ取得までのスケジュールや関係帳票の記入方法等について、普及部から説明

を行いました。 
今後は、認証に必要な９月の現地調査確認に向けて、市・ＪＡ等の関係機関と

連携をして、農業振興普及部が帳票類の確認やコンサルタント等の支援を行って

いく予定です。 
 

                   

（ＧＡＰへの取り組みについての説明を真剣に聴講する生産者の方々） 

 

 

米の最高級ブランド ASAKAMAI887の 7つの基準を 
クリアするために             【農業振興普及部】                                        



 

 

 

 ７月９日（月）、田村市船引町のＪＡ福島さくらたむら地区本部「船引そさいセ 

ンター」で夏秋野菜の出発式が行われました。田村農業普及所をはじめ、生産者、
運送会社、ＪＡ関係機関の関係者約５０名が出席しました。園芸部会長のあいさつ
の中で生産・販売に対する意欲を述べ、来賓による祝辞、代表者によるテープカッ
トが終了した後、ピーマン・トマト・ナス・いんげんなどの夏秋野菜を荷台に満載
した１０ｔトラックが、出席者の拍手の中、市場に向け出発していきました。田村
地域の夏秋野菜は、今年も数多くの消費者の皆様を満足させることでしょう。 

 

 
（テープカットの様子） 

 

 

 

 

 

 

 ７月１１日（水）に、田村市役所の屋外スペースで「第１回たむらマルシェ」
が開催されました。 

今年設立した田村市若手農業者グループ「AgriCreator’s∞Tamura」のメンバー
が生産した農産物が出品され、お昼前にはほぼ完売するほどの好況ぶりでした。 

このグループは、これからの田村市の農業を担う若手農業者等が、この先もず
っと農業で暮らしていける地域の実現に向けて、新たなチャレンジをともに考え

て実践することを目的として結成されました。マルシェは今後も月１回、第２水
曜日に開催する予定です。 

ぜひ、足をお運びください！ 

 

今年も売ります！ 
JA福島さくらたむら地区本部「夏秋野菜出発式」 【田村農業普及所】                                     

初開催のマルシェ大好評！   【田村農業普及所】                             

【企画部】           



   

（マルシェの様子①）            （マルシェの様子②） 

  

 

   

（マルシェ参加のみなさん）            （女性農業者の方々） 

 

 

 

 

 

 

 

石川地域においては、高齢化等に伴う農業従事者の減少により園芸産地の弱体化
が危惧されることから、中山間地の限られた農地における大規模園芸経営の育成が
求められています。 

そこで、須賀川農業普及所では、「次世代を担う地域農業先端モデル実証事業」
を活用し、中山間地域における大規模園芸経営体系確立のための技術実証に取り組
んでいます。 
今回の実証では、同一ほ場に年複数回は種することにより、延べ面積で大規模化

を図れる施設葉菜類に着目し、栽培に係る労力の大半を占め、かつ人力作業である
収穫・調整作業において機械化体系を導入し、葉菜類の大規模経営の確立を目指し
ます。今後、実証や現地検討会等を通じて、中山間地における大規模園芸生産体系
の確立と技術の普及、先導的な経営体の育成により園芸産地力の強化を図ります。 
 

機械化体系の実証による葉菜類の大規模経営体育成を目指しています！ 

【須賀川農業普及所】 

 

         【田村農業普及所】                             

【企画部】           



 

（実証ほにおけるホウレンソウ収穫機の現地検討会の様子：7 月 12 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 須賀川市松塚地区において大規模水稲経営の育成を目指し、低コスト・高収益
化を可能とする稲作技術と作業の効率化・省力化を可能とするＩＣＴ技術を組み
合わせた経営取組の実証として、ふくしまアグリイノベーション実証事業に取り

組んでいます。 

今回の実証では、スマートアシストシステムや密苗、自動水門、リモートセン
シング、収量コンバインを導入し、作業の省力化・効率化について検討を行って
います。 

7 月２０日（金）、１００名の参加者のもと現地検討会を行い、密苗、自動水
門を導入したほ場を見学していただきました。 

今後も実証データを蓄積し、収量均一化、生産性の向上、コスト削減を目標と
し、経営面積５０ha以上の大規模経営体の育成につなげていきます。 

 

 

（現地検討会の様子） 

 

須賀川地域における大規模水稲経営を育成しています！ 【須賀川農業普及所】                             

【企画部】           



 

 

 

 

 

 

 ○みやこじスイーツゆい○ 

  「ＭＩＹＡＫＯＪＩ sweets yui」では、都路の地場産品を使用しておいしい
お菓子を作っています。 

 なかでも、ゆいプリン リッチが売れ筋商品です！ 

   ゆいプリン リッチは、都路産のたまごをふんだんに使い、生クリームでとろ
～りなめらかに仕上げたプリンです。 

 

 ☆都路産のたまご☆ 

  プリンに使用されている都路産のたまごは、えさを工夫しコクのあるとろける
味わいにこだわったたまごで、黄身の色が濃いのも特徴です。 

 放射性物質については、毎日検査を行い、安全性を確認したうえで出荷してい
ます。 

 

 店内にはイートインスペースもあります。 

  また、パッケージがとってもおしゃれなので、お土産にもおススメです！ 

  おしゃれな空間でしあわせなひとときを 

 

 

  

（ゆいプリン リッチ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIYAKOJI sweets yui  【企画部】                             

【企画部】           

 

地図 



 

 

 

 

 

 こんにちは。企画部長兼地域農林企画課長の家久来です。この４月に大阪事務所
より転入してまいりました。よろしくお願いします。 

 さて、企画部は、地域農林企画課と指導調整課の２課１１名体制で業務を行って
います。担当職員の紹介と併せて具体的な業務内容を紹介します。 
 まず、地域農林企画課です。とりまとめるのは、原田政尚主任主査、現職３年目、
県中管内の農林業で知らないことはないという大ベテランです。毎日、棚倉町から
電気自動車で通うタフガイです。地域の農林水産物の安全性の確保や信頼性の向上
を図るため、県中産農林水産物の安全性やおいしさを粘り強く消費者の皆さんに訴

えかけています。その他、地産地消や食育、地域産業６次化やグリーン･ツーリズ
ム等による農山村の活性化を支援しています。齋藤直彦主査、粒來詠子主査、新堀
幸恵主事、新規採用の小池涼乃技師がそれぞれ業務を担います。 
 次に、指導調整課です。仕事が丁寧で緻密な髙野信也課長を、冷静な紺野公実子
主査（キャップ）が補佐する体制です。優良農地の確保のため、農振法に基づき市
町村が定める「農業振興地域整備計画」の見直しや、農地法に基づく農地転用許可、
また、農業協同組合や土地改良区等の団体検査、農林水産物の適正な食品表示の推
進を担います。佐久間隆主査、庄司由希子主査、榊原育美主査がガッチリ脇を固め
業務にあたっています。 
 そのほか、育児休業中の白川美波副主査、臨時職員の星井由希さんを加え、『明
るく、楽しく』をモットーに県中地方の農林業の振興のため、日々、尽力していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 企画部の紹介！                                      



 

 

 

 

 

 

 県中農林事務所では、平成２４年から県産農産物を使用して開発を進めてきた
「ふくなかすいーつ」（※）の取組が５年経過し、開発した商品数が３０品目を 

超えたことから、一般消費者への「ふくなかすいーつ」のさらなる知名度向上と 

県産農産物や６次化商品の消費拡大を目的として当キャンペーンを実施しており
ます。※県中地域・県内の農産物を使用して県中地域で作られたお菓子の名称。 

  

○応募期間 

  第Ⅰ期：７月１４日（土）～８月３１日（金） 

  第Ⅱ期：９月１日（土）～１１月３０日（金） 

○応募方法 

  店頭にある応募用紙に、県中管内の「ふくなかすいーつ」販売店のレシート   
（合計金額 1,000 円で１口、１口から応募可能）に貼付、必要事項を記入の上、
郵送してください（当日消印有効）。 

 

 たくさんのご応募お待ちしております！！ 

 

    

（キャンペーンチラシ） 

 

 

 

 

 

 

 「ふくなかすいーつ」消費拡大キャンペーン開催中！   【企画部】                                    



 

 

 

 

 「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンは、県内の消費者に県産農
林水産物の美味しさや安全性をＰＲし、風評の払拭と農林水産物の消費拡大を推進
するため、県中農林事務所主催により実施しているものです。           

今年度も、昨年に引き続き、県中地方の「がんばろう ふくしま！」応援店に登
録されている常設直売所で買い物をしていただいた方を対象として、「県中地方の
特産品が当たるプレゼントキャンペーン」を実施しています。 

どなたでも応募できますので、皆様のご応募お待ちしております！！ 

（１）応募期間                               

第１期：平成３０年６月１日（金）～８月３１日（金） 抽選９月上旬 

第２期：平成３０年９月１日（土）～１１月３０日（金）抽選１２月上旬 

（２）応募方法 

①店頭にある応募用チラシに、記載されている直売所のレシート（合計金額 1,0 

00 円で１口、１口から応募可能。）を貼付、または手持ちの便せん等に必要事項
を記入のうえ同封し、郵送してください（当日消印有効）。 

②各回２０名、計４０名を抽選（くじ引き）し 3,000 円相当の「県中地方特産品
詰め合わせ」をプレゼントします。  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただきますキャンペーン(県中地方特産品プレゼント)開催中！ 【企画部】                                   



 

 

 

 

 第６９回全国植樹祭は、６月１０日（日）に天皇、皇后両陛下のご臨席のもと、

「育てよう 希望の森を いのちの森を」を大会テーマに、全国はもとより海外か

らも大勢の参加者の皆さんをお迎えして開催されました。 

 大成功となった全国植樹祭の理念を継承し、緑の森づくりを一層推進するため、

新たに「ふくしま植樹祭」が開催されることとなりました。 

第１回は、１１月４日（日）に南相馬市鹿島区北海老の海岸防災林を会場として

開かれ、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんも来場する予定で、県内外から約３千人の参

加を見込んでおります。９月以降、県のホームページなどで参加者を募集しますの

で、皆様のご応募をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 次代の農業の担い手となる新規就
農希望の方々を応援するために、県 

中地域やその周辺地域で就農を検討 

している方々を対象に合同相談会を 

開催します。 

 これから就農して農業に取り組み
たい方、定年を機に農業にチャレン 

ジしたい方、就職・転職先として農 

業を考えている方など、農業に強い 

意欲と情熱をお持ちの方々のご来場
をお待ちしております！ 

 

 

○日時 

平成３０年１２月２日（日） 

１０：３０～１６：００ 

（予約不要・自由参加） 

 

○場所 

福島県農業総合センター 

多目的ホール 

 

※就農対象エリア 

郡山・田村・須賀川岩瀬・石川・ 

安達・双葉・いわき地域 

 

※協力機関 

就農対象エリアの市町村 

・JA 等１8 機関・団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月に「ふくしま植樹祭」が開催されます！  【森林林業部】                                   

「ふくしまからチャレンジ！就農フェア」を開催します！ 【田村農業普及所】                                   

○お問い合わせ先（主催） 

福島県県中農林事務所 田村農業普及所 

TEL：0247-62-3113 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

                        

 

福島県県中農林事務所 企画部 地域農林企画課 

〒963-8540 福島県郡山市麓山一丁目１番１号 

ＴＥＬ（024）935-1510 /ＦＡＸ（024）935-1314 

ホームページ  http//www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36220a/ 

メールアドレス kikaku.af02@pref.fukushima.lg.jp 

 


